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Abstract
　　The purpose of this paper is to clarify the success factors of communities of 
practice (CoPs). Recently, CoPs is increasingly regarded as an important management 
tool enable sharing and creating knowledge in corporate management. However, the 
studies comprehensively examined the success factors of CoPs are limited. Through the 
review of previous studies, this paper will clarify the factors and provide suggestions 
















経営学においては、この概念の提唱者である J. LaveやE. Wengerと親交のあった J. S. 
Brownらによって導入され（Brown & Duguid, 1991）、その後、WengerによるCoPs概
念の精緻化（Wenger, 1998）や経営コンサルタントとの共著によるハーバードビジネス
レビューへの寄稿（Wenger ＆ Snyder, 2000）、実務家向けのCoPsの実践書（Wenger et 
al., 2002）の公刊など積極的な活動によって、この概念の導入が進展した。さらに、当
時の企業が ICTを通じた形式知中心のナレッジマネジメントに偏重する中で、CoPsは、
人同士の直接的な相互交流を通じた暗黙知の移転を実現する集団（e.g. 野中 , 2002; 










タベースから CoPs を検索してヒットした一年毎の論文数を示しているが、2013 年を
ピークに減少傾向にあるものの、30 年近くも研究が継続しており、2005 年には CoPs
に関する実務家向けの百科事典（Coakes & Clarke, 2005）が公刊されるなど、今日に
至るまで学術・実務の両面において広く受け入れられている。




図 1  経営学関連領域における実践共同体に関する論文や記事の数 
（EBSCOhost Business Source Ultimate にて、“communities of practice”で検索 






























































































































あるWenger et al.（2002）の定義を参照している（e.g. Dube, 2005; du Plessis, 2007; 



































































































































知識共有を通じた知識の再利用（Probst & Borzillo, 2008）、CoPsによって形成された人
的ネットワークを介した迅速な問題解決、ベストプラクティスの移転、有能な人材の獲
得や保持、学習への障害の減少（Wenger & Snyder, 2000）、知識へのアクセスの容易化
（Lesser & Everest, 2001; Lesser & Stork, 2001; Schenkel & Teigland, 2008）、イノベーショ














（Organizational communities of practice）」と概念化して、そのマネジメント可能性につ


































表 3 CoPs がもたらす個人・共同体・組織のベネフィット

















ストラリアの州政府内の一部門が設立した6つのCoPsを調査した Iaquinto et al.（2011）






























業務とが明確にリンクしていることも重要であるとされる（e.g. Dube et al., 2005; 






　参加者同士の信頼関係の形成も成功要因として指摘されている（e.g. Kimble & 




ベースとして組織することも重要である（Harvey et al., 2013; Iaquinto et al., 2010）。そ
れによって、自然かつ持続的なCoPsの成長が可能となり、逆に組織による強制的なメ
ンバー構成は逆効果になる可能性があるとしている（Harvey et al., 2013）。
　組織文化の有り様もCoPsの成功に重要な役割を果たす（Kimble & Burdon, 2008; 
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